
中古におけるrをかLJの意味･用法に関する一考察

1.はじめに

黄 龍夏

本研究は､平安時代に入ってから文献に姿を見せる｢をかし｣の意味 ･用法を明ら

かにすることを願うものである｡

｢をかし｣という感情形容詞は時代､文献によって微妙な意味 ･用法の教 変化)が見

える｡そこで､本稿では､中古の和文系の文献における多義静｢をかし｣の意味 ･用法

について考察し､中古のrをかし｣の意味･用法は如何なるものであるかを追求したし㌔

中古の｢をかLJに関する従来の研究は､主に｢美｣･｢美意織｣･｢美的理念語｣･｢見

立て｣という観点からその意味､性格などを把握し､記述したものが多い.山崎(1978)

と土屋(1976､1979)などがそうである｡前者は､隅ミ氏物罷』注釈書類の｢をかし｣の

現代語訳を検討し､｢をかし｣の対象とその意義についていくつかの結論を出している

ものの､現代語訳すなわち､辞夢の記述のような｢をかLJの意味についての言及はな

しヽ 後者では､『耽草子』の｢をかし｣をはじめ美的理念語乃至関連する語をとりあげ､

その対象､断定か限定という用法の分析から､美的理念語には､①主要美的評価②

｢般美的評価③美的要素のような段階があると述べている｡

岡崎(1938)や衷野(1985)などは､rをかし｣の意味の変化について通時的に述べられ

ている点で注目されるものの､扱っている作品と用例が限られている｡

平揮(1986､1988)tま､｢をかし｣の意味と構造についての本格的な先行研究のよう

に思われる｡特に､珊 1988)では､｢情緒性｣の意味素性として評街性､主観性､感

情性､比較基準､情緒度を立て､『枕草子』の｢をかし｣における意味騎城のうち､｢趣

がある､風情がある｣型に属する用例に限って槻 り対象を分析している｡

さらに現行の国語辞典煩の｢をかし｣の項目では､意味ブランチのずれという問題

と共に､r滑稽だ｣類 ･｢変だ｣類に挙げぐいるrをかし｣の用例問題も出てくる｡

以上､簡単に｢をかし｣に関する先行研究を振り返ってみたが､｢をかし｣の意味 ･

用法､辞書の記述など､未だ十分に説明されていないところも多いと言えよう｡

2.｢をかし｣の用法
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ことばの基本的な意味を分析するためには､まずその機能を明確にした上で検討

することがのぞましいと考えられる｡そこで､対象語の検討に入る前に､まず文中で

の機能を中心に､｢をかu の用例を連体用法､連用用法､叙述用法のように三用法に

分類して考えることにする1｡

2.1.1連体用法

rをかし｣の被修飾語となるものを国立国帯研究所資料集6粉類無象表』の分類

項目に従って､｢をかし｣の用例を分析･分類した｡分析結果を 【表1】にして祇

調査対象資料と各々の用例数は 【資料】として稿勅珊

【表1】連鯨用掛こおける被脚粘成分の内容

作品 竹 伊 土 落 辛 鰭 枕 源 初
栄 更 A暮コ意味分類 敬 * 佐

窪 薄 玲 氏 泉 日 敬 計抽削拘関係 1 1 1 10 25 3 22 122 2 10 6

2mこと.もの 1 1 1 6 13 19 22 6

1 70様 相 3 3

37 1 44時 1 2 9

1 13空間.場所 5 3 3 19

2 1 3 36形 象

5 5程度.限度 2 30 2

135人間活動の主体 0003 7 03 ll 03

027人肌活動 0002 7 02 31 00042

心.声など 5 14

19盲動.名 1 1

2芸術.文芸

1 2 ll 14習俗.遊楽▲ 1 1

5 2行動.様子

0生産物.物品 000012 1 2

7 00 022物品.駒鹿晶 10

1 1 4 16衣 服 2



まず､各々の文献によって連体用法としての割合の差が大きいことがわかる｡『苧

槻 (以下 阿囁侃』と帥 0%以上､㈱ 脚 部 日記』(以下 『振氏』

『紫式部』と略うつ30%以上､剛 『更級日記』(以下 『職 楓 と略すア

においては約23%を占めて､特に､開 陳 氏』においてば重体用法としての用

法が多く用いられていること､『耽草子』(以下 『枕』と紛れが7､6%に過ぎないこと

が目立.プ｡

次に､rをかし｣の被修飾語の内容を見ると､｢をかし｣の初出である 押倒 を初

め 『土佐』までの平安前期の用例においては抽象的関係の用例のみである｡

(1)rをかしき主土にもあるか払 J く竹取･十四･83.4)

(2)女車のありけるに､とかくをかしき主となどいひっきて､(伊勢･異四･236.ll)

(3)驚きて､｢いとをかしき主土か払 よみてむや札 よみつべくは､早レー かし｣

く土佐･二･37.5)

このように､｢をかし｣の 『土佐』まで早い時期の連体修飾用法はすべて抽象的関

係に限っていること､しかも､抽象的牌係の中でも形式名詞rこと｣を連体修飾してい

ることが分かる｡形式名詞｢もの｣も合わせて､｢こと･もの｣のような形式名詞を連体

修飾する月例の多いことは､中世における連体修飾用法との関係からも興鵬 軌'4｡

これは｢をかしきこと｣という表現が､｢をかし｣が姿を見せる早い時期からすでに固定

化した表現として使われていたことを示すと考えられる｡

(4)｢いとをかしき星ぞかL.うち語らひてJ (落窪･巻二･127.5)

(5)｢ここの御昔人は､志賀の山もと､比叡辻のわたりに､いとをかしき出塁侍 り､

そこにこそ､年ごろものせらるなれb(宇浄保･国扱､上･629jZ)

(6)ほどなき相､人よりは黒う典めて､黒き汗抄､萱草の袴など着たるも､をか

しき蛮なり｡傭氏･葵･2･53.14)

しかし､以後は(4)の例のように人間活動の主体 ･人間活動のほう-も用法が広が

り､『芋幹県』に至ってI物 品 ･自然の項目まで用法が拡張したと見られる｡『振氏』

に至っては用例数も多く､抽象的関係金投に凍って幅広く用いられていることが分か

る｡例の(のは形象に分類されるもので､陳 氏』にのみ見える｡このように｢をかし｣

の連体用法は､一時掛 連ヽ体修飾語として使われたが､『振氏』以後逆に用法の縮

小l胡乱 たヽ｡人間活動に関する項目の用例が 陳 氏』以後の文献に事乱 てヽは見当たら

ないので判断しがたいけれども､中世の院攻期の文献における用法と連体用法以外の

対象分析から考えると､人間活動に関する連体用法はその用法が極めて弱くなり､人

間活動の主体に限定されるようになったかと思われる｡
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また､人間活動の項目のうち､盲動 ･名に対しては 剛 1例だけ､行動 ･様

子に対しては用例がまったく見られないことが注目される｡自然 ･自然現象の意味項

目では､主に天地と植物が｢をかし｣の被働糖 として用いられている｡

2.1.2連用用法

rをかLJが用言剥象飾する連用用法の面から､平安時代の｢をかし｣の性格を検討

することにする｡｢をかし｣の修飾する用言を大きく自動詞と他動詞に分けて考えるこ

とが出来る｡

連用用法の対象用例数I加 例であり､自動詞と他動詞は各々143例と1∝)例であ

る｡自動詞のほうがやや多H.ジャンノ鳩rlに見ると､日記類においては､『靖輪』16

例 :1例､陶1泉』1例 :0､聞き式巨細4例 :1例､『楓 3例 :1例になっている｡日

記額においては自動詞のほうが他動詞よりも｢をかし｣の連用修飾静として好まれてい

るように見られる｡剛 も24例 :10例として同じである｡しかし､物語類において

は､逆の候向が伺われる｡『職 では4例 :10例になって､他動詞を修飾する用法

のほうが却って多Vヽ また 陳 氏』においては75例 :65例として自動詞のほうが優

位を占めてはいるものの､他動詞のほうも決して少なくなVヽ
(7)君はしたに性少しをかしく墨壁 事あれど､備窪･巻三･197.9)

(8)rいかがは｡琴の弾かまはしけれ晩 念じてやおはせむずる｡みそかにはおは

せかし｡この雛にもや聞かせじとする｣とのたま-ば､いとあi軌 こをかしう

塾 宣基給ひて､(宇津保･横の上､上･868.ll)

(9)鵜舟ども､かがり火さしともしつつ､ひとかはさしいきたり｡をかしく旦堕亘

ことかぎりなし｡僻 玲･中･291.5)

(10)など､教-たらんやうに言ひっづく｡あさ軌 こもをかしくも艶 に､鋸氏･

手習･8347.ll)

(ll)若やかなる君達､今様歌うあたふも､舟にのりおほせたるを､若うをかしく

聞こゆるに､脚 部･55･249.2)

平安時代前期の 『土佐』までの文献においては連用用法の例が見られないので

分からないが､全体的な連用用法の用例から､開削 あたりの頃には他動詞類

の下按が多く､次第に自動詞類の下按が増えつつあったとも解釈されうるのでは

ないかと思われる｡｢をかし｣の用例の分析結果を表にして示すと､【表2】のよう

になる｡似 た意味に分類されるものはr類｣にまとめ､頻赦頃に示九 但し､2例

以下のものはその他として処理する｡()の中はパーセンテージである｡)
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【表2】連用用法における｢をかし｣の被修飾用言

作品竹 伊 土 落 辛 鰭 枕 源
初 栄 更 計用言 敬 幹 佐

窪 沖 鈴 氏 泉 日 散思う.感じる類 3位1.4) 3(10,7) 4

位3.5) 700.6)3∝27.9) 5松 .0)見る.見える類 l(3.6) 3(17.6)

1∝29,4)2相 .8)1(100)2㈲ )2(50.0)48(19.8)ある類 7く25,0) 3(17.6) 5(14.7)2∝14.3) 1(犯0)

36(14.8)動作.作用類 204,3) 1(3.6)

3(8.9) 12(8.6) 18(7.4)すく為) 4位8.6)

5(17B) S,9) 3吃1) 14(5B)聞く.聞える類 2(ll.8) 1(乙9) 9(6.4)

1(孤.0) 13(5.4)書く.描く類 20.1) 1(5.9) 7(5,0) 1∝4,1

)成る類 4(14,3) 2(ll.8) 叱 9)

1∝4,1)音う類 2(143)

1吃9) 4Ca9) 7(乙9)歌う類 《11β) 2(1.4)

1(20β) 7&9)弾く類 2

(14.3) 1(3.6) 1(乙9) 3C2.1) 7(乙9)吹く類 3Gil) 1位5.0

) 《1.7)舞う類 1(7.1) 1(3.6)

2(0.8)着る類

20.4) 2(0.8)拝む類

2(1.4) 2《).8)その他 3(10,7) 2(ll,8) 1《).7) 1位5.0

) 7く2.8)計 000 14 28 17 34 1

40 1 5 4 243【表2】と先はどのような｢をかし｣の連用

用法の用例検討を通して､次のようなことが大まかに言えるのではないかと思われる｡

第-に､[思う/感じる]類 ･[見る/見える]類 ･[聞く/聞こえる]類のような

知覚動詞類が多いこと､情態性を受けるrある｣類の多いこと､r為放れなどの

ようにr状態を表す語を伴ってその状態にする｡｣という意味を表す語が下於するこ

とから､時枝誠記によって指摘されてい

るr主観客観の総創向表現の語｣としての性格を見せていると思われる｡すなわち､感情形容詞と属

性形容詞との両方の性格をあわせもった､中間的なものの性格を表していると解釈される｡情憩幽惨窮司で

あるrをかし｣が状態性形容詞のような性格も表しているわけである｡特に[思う///感じる]

類 ･[見る/見える]類 ･【聞く/聞こえる]類のよう柳 の



2.1.3叙述用法

ここでは､｢をかし｣が言い切りの終止用法及び中止法その他による二文接続の形

式のものとして用いられている叙述用法について考察したVヽ 各々の文献におけるrを

かu の叙述用法は次のとおりである㌔

【表3】叙述用法としての｢をかし｣

作品竹 伊 土 落 辛 肯 枕
港 和 栄 更用法 敬 勢 佐

窪 津 鈴 氏 良 日 故文末叙述 00114 15 21 304 86 5 ll 6

叙 述 01 021 46 9 48 イ24

ll 13 ll計 01 135 61 30 352

210 16 24 17まず､｢をかし｣の文末叙述用法は

､全肘均に日記類において多く､物語,熟こおいて性少ないことがわかる｡これは日記

頼 ･物語類というジャンノ噸 こよるものれまたrをかLJ以外の他の感情形容詞にI乱ヽ

てもこのような候向が見られるのれ よく分からないが､｢をかし｣の文末叙述用法は

日記類 ･物語類というジャンルによってかなりの差があることI胡如､である｡ちなみに､隅田におけるrを

かし｣の文末叙述用法はiO4用例(72.'6%)に及んでおり､二番目の 悶輪

』21例(45.7%)とも大きな違いが見られる｡これは 『耽

』における｢をかuの用法の大きな特徴にもなるだろう｡次に､文末叙述と叙述を

合わせた叙述用法についてみることにする｡ジャン′掘りにみると､物語類におい

ては､平安前期の作品に軌 ＼ては約四割乃至五割の｢をかuが叙述用法としての機能を担っているわ

けであるが､平安後期の 『振氏』は､210例(39.1%)になり､叙述用法

としてのrをかLJの割合が最も少なレヽ 連体用法や連用用法のほうが叙述用法より好

まれて使われている｡日記類においては､剛 が24例(53.3%)として日記栃

の中ではもっともこの用法の割合が少ないものの､五割を超える｡陶1泉

』は全用例の約九割近くの用例がこの叙述用法として使用されており､悶軸』楓 のほうでも

65%を超えている｡そして 職 では接続助詞｢て｣が墳続した｢声はをかしうてぞ､｣という叙述

用法が1例見られる｡このように｢をかLJの叙述用法は物語類と日記類という文体の差異をも反

映しているように思われる｡さて､知覚動詞(判断数詞)の多いことと関わる問題

として､次のような点も考察してみる｡例えば､例のの｢をかしく.u Jは判断の

内容を示す連用形で､意味上rをかしと息ふ｣と言うのと同じである｡このように｢をかし+と+用言｣と



類(16例)･[聞く/聞こえる]類(85tDの動詞が下按静として使用されていることであ

る｡次に幾つかの例を示しておく｡

(12)中の君は､若き御Llにをかしとおぼして､備窪･巻二･159.9)

(13)宮､rをかし｣と思ほして､御返り聞こえ給ふ､く宇津保･沖つ白波･452.14)

(14)とあれば､折を過ぐしたまはぬををかしと塾も (和泉式部･4･95.ll)

(15)青摺の紙よくとりあ-て､紛らはし書いたる浪墨､薄墨､草がちにうちまぜ

乱れたるも､人のほどにつけてはをかしと御賢先 僻 ･少女･3･57.12)

(16)よはひのほど同じまちのは､をかしと兄かはしたり｡(紫式部･16･178.4)

(17)道のほどを､をかしとも苦しとも見るに､便級･29･351.8)

連用用法において著しい特徴になるこのような動詞が､叙述用法においても｢と～｣

の形で下1安する全ての用例の下披露として使用されて､情意性の表現の多いことが確

認される｡また､rものわらひれ は､｢をかLJの意味･用法において興味軌 ヽ意味

の面では｢滑稽だ･ばからしい｣の意味騎域に解釈され得るものである｡(諸鵬 こ

も大体この意味として訳しており､『日本国語例 (以下 『日国』と略+)にも｢ば

からLVヽ つまらない｣のブランチに載せてある｡)その例を挙げておく｡

(18)｢～.いつもよりなりけむ.我を､いかにをかしともの笑ひしたまふ地 に､

月ごろ思しわたりつらむ｣(甑氏･蛸蛤･8208.ll)

しかし､rをかLJの叙述用法のうち､その内容全件を｢と+用乱 という形として

受ける用法を考察したが､平安前期はもちろん 剛 に下るまで[見る]類の用例が

全く見られなしヽ また 剛 以後の三つの作品においては[聞く]類の用例が見当た

らなしヽ これはrをかLJの用法上の問題であるかどうかよく分からなV㌔ しかしなが

らも､連用用法と関連して考えると､明らかに使用される動詞類の確頃と用法の限定

が見られると思われる｡

2.1.4｢をかし｣の対象

ここでは､平安時代の｢をかuがどのようなことを対象に取るかについて論を進

めたいと思う｡｢をかし｣の対象に関する兜行研究においては､各々の文献についての

研究も少なく､主に 『枕』剛 を対象に扱ったもので､平安時代全体の流れにつ

いて述べた漁は見当たらなしヽ rをかし｣が意味分類のどの項目を対象とするかを表に

して掲げるt

【表4】｢をかし｣の対象
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作品竹 伊 土 薄 辛 鯖 枕 育
初 栄 更 合計敬 勢佐

鍾 津 蛤 氏 泉 日 銀抽象的関係 0000･; 1C2B) 0 ･l; 01C3b) 1 棚こと.もの

0様 相 1 1 2

4時

1 1 1 3虫町.場所 1 1形 象

0程度.限度

0人間活動の主体 00041¢1《1¢ l也劫 17(糾)2K83) 1(510 4(12.1) 0

71㈲人間活動 1 2 2 31 43 20
234 227 14 18 2 595(1叫) = = ㈹ ¢1B ㈱ ;.l; (6

7m 07.7) ¢7&) (ll.1) (81m心.

声など 1 3 5 1 12 22 1 1 46宮地.名 1 1 1 6 9 9 44 28 1 1 1

102芸術.文芸 1 9 8 3 43 61 ll 8 1

44習俗.遊楽 1

2 2 56 3 64行動.様子 12 19 5 79 113 2

9 239生軸 .物品 00 0･l 1式143)棚 柵 )310B 1倍B) 叫248 1(5B) !.!

;物品.現産品 2 3 6 ll 1 1

-衣 服 2 1 12 7 1 4

27住 居 2 6 ll 13 3

35乗 り物 1 1 6 8日銭.自地 象 0001C2B)1∝11B)1㈹ 姫 細

収143)2(ll.1)10功 14m 1榔天 地

1 4 ll 35 32 1 ll ○5植 物

6 6 37 12 2 2 65動 物

2 26 4 1 33光 .負

その他 ■l

442)合 計 1 2 2 40 糾 43 388 336

18 33 18 l ㈲｢をかし｣の対象は､抽象的関係については最も

少なく､人間活動に関する対象が最も用例が豊富であることが分かる｡その内容につ

いてより詳細に見ていこうと思う｡抽象的関係については､最も用例数も少なく､ごく限



また芸術･文芸は 『土佐』から､心･声などは 『伊勢』から使われている｡召勃･名に

関するものは用例こそ芸術･文芸と行動･様子より少ないが､すべての文献に用いられ

ており､人間活動についての最も早し例 として姿を現している｡

第三に､人間活動の主陣すなわち人は､rをかし｣の被餓 成分の内容と同じく､庁落

轟』あたりから｢をかLJの対象として用いられている｡平安前期の 職 『竿陣取』

で札人間活動に轟軌 てヽ多数用いられている｡

第四に､生産物及び物品では､文献によって差はあるが､物品 ･衣服 ･住居が似

た分布を示すことが分かる｡

第五に､自然及び自然現象については､平安後期に至ると､人間活動に続いて多

く用いられているけれども､作品によっても差が見られる｡『更級』のように 14例

(77.8%)も使用されているものもあれば､剛 のように1例(3.0%)しか現れて

いないのもある｡『更級』の場合手繰 や例外的であるとみるべきで､rをかし｣の現れ

方を見ると､殆どが自然の艶 ･情景に集中しているという顕著な特徴を見出すこと

が出来るので､作品の性格によるものであると判断し得る｡しかし､陳 式部』の場

合はどうであろうれ BW j]陳 氏』をも合わせて考えると､人間活動に関する用例

は多用されるが､逆に自然及び自然現象についての用例は 剛 以後においては儒

向として減少幌向を強めているように思われる｡

3.rをかLJの意味

ここでは､｢中古｣における｢をかし｣の意味について考えてみることにする｡

｢をかし｣は動詞｢をく｣(掃く)から派生したとする見方が｢般的であるが､その語源

については諸税があって一概に規定できなしヽ またrをかLJは様々な意味暁域を担っ

ている多義静にも関わらず､その意味拡張と過程に関してはあまり研究されていない

し､プラス評価の意味のみ注目されている｡しかし､いわゆるプラス評価の意味の中

でもどのような意味商域でどのくらい使用されているのかは分からなしヽ 以下､この

ような点に関していささかの考察を試みることにしたVヽ

まず､｢をかし｣の意味額域は辞典類などの記述を踏まえて､次のように①から⑥

までの意味静麻Uに再分類して考える｡

①｢興味がひかれる､面白い､心がひかれる､興味がある､興味深い､感興がわく｣

｢魅力的である､可愛い､可愛らしい､愛らしい｣

②闇がある､風情がある､情趣がある､風流だ､風椎だJr美しい､優美だ､きれ

いだ｣｢すぼらしい､立派だ､すぐれている､みごとである､結構だ｣
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③r好ましい､望ましい､よしリ

⑥｢楽しい､うれしい､快い､気持ちがよい､愉決だ｣

⑤r面白くてつい笑いがこぼれる感じだ､おもしろおかしい､靴

⑥r変わっている､変だ､妙な､あやしい､おかしい｣

｢をかし｣の全用例を上記のような意味蘭城に沿って分類し､その意味織 りの出

現頻度を調査して表示すると次に掲げる 【表5】のようになる｡

【表5】｢をかLJの意味紺

作品竹取 伊勢 土佐 薄窪 宇津 鰯輪 枕 源氏

和泉 紫日 更級① 1 1 1 14W 他 )1粗 1)12*3 0B)166(S O

B)式27B) 蜘 B) *34.6)㊨ 0 1 1 34(54) Bq562)2伽岨5)211(50.4)308(57A)6(333) 3式71.1) 1郎615)

③ 0 0 0 0 0 0 17(4.1) a(15) 0
0 0㊨ 0 0 0 1 2(13) 0 14(33) 5(OB) 7

(389) 0 0㊨ 0 0 0 14W 1102) 7(15B 19(45) 3#59) 0 4(89)
0㊨ 0 0 0 0 9(59) 0 2

(OB) 8(15) 0 0 1①診 0 0 0 0 0 1 9CL1) 8(15)

0 0 0②参 0 0 0 0 1 0 2(0

5) 1 0 0 0①卦3) 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0その他 0 0 0 0 0 0 16(3

B) 0 0 0 0計 1 2 2 63 153 48 41○ 537 18 45 26

【表 5】からは､まず､｢をかし｣の意触ま

主にプラス評価の意味として用いられていることが静められる｡ここでは､rをかし

｣の意味がプラスの評価からマイナスの評価-移り行くありさまに焦点を絞って見ていきたしヽ平

安時代の和文系の作品における｢をかし｣の意味分析を通じて次のようなことをその特徴として挙

げることができると思う｡第一に､中古においては､①r興

味がひかれる､面白叫 ｢魅力的である､可愛い｣類､②rb Sある､風流だJ｢美しい

､優美だJ｢すぼらしい､立派だJ類､③r好ましい､望ましVl類､④r楽しい､愉脚乳類の

ようなプラス評価の意味類が1159例(91.5%)として｢をかし｣の意味の中核を成して

いることが確落される｡第二に､プラス評価の意味類のなかでも､②働 ミある､

風流だ｣r美しい､優美だ｣rすぼらしい､立派だ｣類が69

7例(53.1%)､①r興味がひかれる､面白い｣r魅力的である､可愛いJ類が396



味として用いられてはいるものの､わずかではあるが､⑤｢おもしろおかしい､滑稽

だJ類 87例(6.6%)･⑥r変だ､あやしい｣類20例(1.5%)のように､｢滑肝粗 類あるい

は:Vイナス評価としてのr変だ｣類の用例があることである｡

第四に､平安前期の 職 あたりにおいてさけ でに滑稽感の例が割合に多く目に

つき､円観 からはマイナス評価としてのr変だ｣類の用例が初めて見えるように

なったことについて注目すべきであろう｡

第五に､⑤｢おもしろおかしい､滑稽だJ類 ･⑥｢変だ､あやしい｣類は用法とも色々

関わりを見せているが､対象の面からは人間活動に関するものが非常に多く､特に行

動 ･様子に関するもの､言動 ･名に関するものが大半を占めている｡

各々の文献の用例は紙面の関係上取り上げないが､プラス評価からマイナス評価

の方ンづ酎ヒ･移行していく意味変壁過程についてみることにする9.

まず､平安前期の 押†取』柑I勢』『土佐』の用例から検討する｡

rをかLJの初出例である和利 の用例は､例の(1)｢をかしきことにもあるかな｡｣

㈹ ･十四･83.4)のように､①｢興味がひかれる､面白vlの意味に解釈される｡『日

国』でもこの例を｢感興をおぼえる｡興勅軌ヽ｣の初出としている｡

陀制 にさ胡 払ヰこ二つの用例がある｡例の(2)｢女車のありけるに､とかく皇辿
皇ことなどいひっきて､｣(伊勢･異四･236.ll)と｢笛をいとおもしろく吹きて､声

はをかしうてぞ､あ仕れにうたひける｡｣伊勢･65･188.10)のような用例である｡

例の(2)は､『日国』では｢上手で趣がある｡気がきいている｡風流である｡｣のブラン

チにこの意味の初出例として載せているが､男が女車に言い寄って女との話のやり取

りをする場面に使われているので､①｢興味がひかれる､面白い｣の意味に解釈する

のがより相応しいのではないかと思われる｡もう 1例は在原業平の声を形容するも

ので､②｢情趣がある､風情がある｣の意暁静戒を持つ｢をかLJとして用いられてい

る｡『古語大辞典』(以下 『古語』と酔わでも｢情趣がある｡興趣に富んでいる｡みご

とである｡｣の意味額域の例として載せている｡僅かこの二つの用例しか見当たらな

いわけであるが､これはこの作品が歌を中心とする歌胎 であるという性格によると

思われる｡ 歌と｢をかし｣との関係については後述する｡

『土佐』にも 2例のrをかし｣がある｡例の(3)r驚きて､rいとをかしきことかな｡

よみてむやは｡よみつべくは､早い-かし｣｣く土佐･二･37.5)と｢(敬)いと皇吐 か

し ｣く土佐･二･35.15)がそれである｡二例ともに終助詞｢かな｣｢かし｣が下接してい

るので､用法のほうでも｢をかし｣の表現にも関わるが､意味の面では､例の(3)は童

の意外な話(言動)に対する驚きと興味津々たる関心が文脈から見られるので①｢面白
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～IJの意味に解釈する｡もう-.一つの例は②愉 ミある､立派だJの意味に分類される｡

このように十位紐初めごろまでの文献には､まだマイナス評蛎の意蜘ま見ることが

できなしヽ しかし､平安前期の後半に至ると､職 ではr滑稽だJの意味窮境のrを

かし｣が 14例(222%)にもなり､さらに 同職 に掛 てヽはr滑稽だJの意味醇域の

rをかし｣が 11例(7j2%)･r変玖 おかしい｣の意味額域の｢をかし｣が9例侍.9%)のよ

うにかなりの用例がマイナス評衝の意味のほうに償いている｡このようなことから､

マイナス評価の｢変だ､おかしい｣､｢滑稽だJの意味が徐々に増えつつあることが窺え

る｡しかも､r変だ､おかしVY類 ･r滑稽だJ類の意味鋲域の｢をかLJが増えていくプ

ロセスにおいても､最初は｢滑稽だ'J類のrをかし｣がr変だ､おかしVtJ類のrをかし｣よ

りも多用されている｡平安時代における｢をかし｣の意味は､プラス評価の意味の方が

圧倒的に多く用いられているのに対し､｢変だ､おかし叫 ･r滑稽だ｣の意味窮境の｢を

かし｣が徐々に増加しウ つあるということは､『海亀』14例(22j2%)･『苧津晩』20例

(13.1%)･『靖輪』7例CTj2%)･『枕』21例(5.4%)･剛 40例(7.4%)･剛 4

例(8.9%)･楓 1例β.8%)に執 ､て確露できる｡平安後期の作品のうち､『和泉』

だけはr滑稽だJ､r変だ､おかしい｣のような意味に解釈される用例が見当たらなしヽ

それでは､⑤｢滑稽だ｣､⑥｢変だ｣のような意味酸味に分類される｢をかし｣の用例

を具体的に見ながらその対象 ･用法も見ていきたしヽ

(19)少賂うち笑ひて､｢いか 兄ゞはなし侍らん｣とて､たちて､曹司におはして見

給へ玖 まだ臥し給-り｡又､しれがましうをかしうて､儲轟･巻二･129.4)

(20)やむごとなくむつましう仕うまつり給ふ四人､狩衣に藁沓履きて､隠れ立ち

たり｡r圭辿 ｣と見て､く宇浄院･国訴､下･806.5)

(21)御娘の内外の辺を巡りて見給-ば､蔵人の少将､直衣姿にて､壁代と御障子

との狭間に立てり｡rいと亘辿 ｣と見て､待ち奉り給ふに､(宇捧保･国訴､下･

8W.7)

平安時代の｢をかし｣の意味については､すでに多くの考察があり､早くから 『落

鐘』においては澗翫集のある例が割合に目につく作品であると指棟されていた が､

どのぐらいなのれ またどのような対象にrをかし｣と感ずるの恥 について論じた論

二如ま見当たらない10.⑤｢滑稽だ｣の意味顔域の｢をかし｣が14例(22j2%)も使用されて

いることは先ほど確落したわけであるが､その用法 ･対象についてみる｡まず､用法

の面では叙述用法12例(文末叙述5例/叙述7倒 ･連用用法2例(覚ゆ1/息も1)に

なる｡またその対象は人の行動･様子に関するもの5例､話(言動)に防するもの5例､

心に関するもの 2例などになって､人の行動･様子及鯛 に関するものが殆ど
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である｡

例の(19)のrをかし｣は人の行動･様子に関するものを対象にし､兵部少輔の馬鹿馬

鹿しい様子に対する叙述が｢をかし｣として表現されている｡この例は､道棟が自分の

替え玉として兵部少輔と四の君とを結婚させようとする計画を持って､兵部少輔を訪

ねた場面である｡この兵部少輔は人づきあいのできない人間で､｢面白の駒｣とあだな

をつけられていること､また｢まだ臥し給へり｡又､しれがましうをかしうて､｣とい

う文脈からただの滑稽ではなく､『日国』の｢軽蔑の笑いをおぼえるさまである｡見ぐ

るLVヽ 聞きぐるLn.ばからしレヽ つまらなVヽ ったなしヽ ｣の意味に属するrをか

し｣である｡諸注釈書も滑稽の｢をかし｣とする｡

剛 においては､r滑稽だJ類の｢をかし｣だけでなく､例(20)･例(21)のごと

く｢変だ･あやしい｣類のような意味顔域に分類される｢をかし｣の例も散見する｡(20)

と(21)は､女二の宮略奪の計画と仲忠の機転が光る場面における用例で､明らかに｢変

だ｣の意味としての｢をかし｣である｡例(20)は､仲忠は祐匿と近澄が何かたくらんで

いると思い､先回りし急いで兼雅邸に入って見ると､退出した女二の宮を途中に奪い

取るために､駿足の馬を用意し､待ち伏せしている四人の服装と姿 ･様子を怪しく思

う場面である｡また例(21)は､(20)に続く場面で､仲忠が寝殿の方に行ったところ､

蔵人の少将近匿が立ち隠れている様子を怪しく思う場面である｡『日本古典文学大

系』の頭注ではr変な事をすると｣などと注する｡｢変だ･あやしい｣類の｢をかし｣の例

壮少ないけれども､このような意味の用例が出てくることは事実であり､初めて見ら

れるのが注目される｡が､先行研究においては､｢をかし｣の用例の多く出る作品とし

ては指摘されたものの､それ以外については何の記述もなしヽ 例えば､辞書類の｢を

かし｣の項目を見れば､分かるように､｢滑棺だJ類 ･｢変だ･あやしVIJ類のような意味

ブランチに載せているrをかLJの用例として､円職 の例は見当たらなしヽ rをか

し｣の項目を載せている幾つかの辞告を見ると､[『日国』:｢滑稽だ｣類の意味ブランチ

ー 『蛸蛤』が初出例/｢変だ｣類の意味ブランチー 『今昔』が初出例 ･『古語』:｢滑稽

だ｣類の意味ブランチー 剛 が初出例/r変だ｣類の意味ブランチー 『今昔』が初

出例 ･脚 .'r滑稽だJ類の意味ブランチー 『剛 が初出例/r変だ｣類の

意味ブランチー 『今昔』が初出例】のように､｢滑稽だ｣類の意味ブランチでは 『靖輪』

や 陳 氏』を初出例として､r変だJ類の意味ブランチでは 閲 を初出例として挙

げている｡その他の辞春では｢滑情だ｣類の意味ブランチだけのものもあり､両方の意

味ブランチを立てないものもある｡

このように辞暮及び先行研究においては､剛 の｢をかし｣の用例についてあ
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まり注意しなかったことが見られる｡r滑稽だ.J類の初出例として 悶軸』を挙げたの

は 関税 の成立年代の問題もあるので､難しいと思われるが､r変だJ類の意味ブ

ランチの初出例として院政期の 閲 を挙げているのは問題である｡

さらに､悶輪』においては歌の中に｢をかし｣が見えるものもある｡巻末歌集に 2

例の用例が現れる｡歌と関係があるそれらの用例を以下与琳

(22)つれづれのながめのうちにそそくらむことのすぢこそをかしかりけれ (蛸輪･

上･159.1)

(23)陸奥のちかの島にて見ましかばいかに駒 のをかしからまし 僻齢･巻末歌集･

397.1)

(24)陸奥国に､をかしかりけるところどころを､絵にかきて､持てのぼりて見せ

たまひければ､く牌蛤･巻末歌集･396.14)

(22)と(23)のrをかし｣は､歌に出る例であり､(24)ば同書に見えるrをかし｣である

が､これらを見て分かるように､歌に出てくる｢をかし｣は｢滑稽だ｣･｢変だ･妙な｣の

意味には取りにくしヽ

歌の｢をかLJと関連して｢をかし｣の性格を見ると､歌と｢をかし｣の関係について

は､根来(1980)11が詳Ln.結論的にはr結局和歌の押情の世界とそれを批評する知性的

な｢をか山のそれとは別であって､このような｢をかLJは和歌の拝情的性格と相反し､拝

借的和歌の内容とはなりがたいものであった｡これが｢をかuが和歌に現れない大きな理

由であるとわたくLは考えをつけている｡Jのように述べている｡しかし､このような

鋭明に対して森野(198卿こおいては､rしかし､そうだとすると､ことは和歌の根源に
l"

かかわって､勅捷集以外に勘(鞠 いとはいえ､rをかLJの例が存することの理由を積極的

に解き明かすのが苦しくなるだろう｡なによりも､｢をかし｣は､『万観 にも用いられ

ていない､歴史の浅い､いわゆるただ青と意織されていたのではなかろうね ｣という批

判もある｡

『振氏』にI乱 てヽも､用例の割合枚少ないものの､｢W だ'J､r変だ･あやしい｣の

意味静錠に分類される｢をかuの用例が多く見られる｡先に挙げた例の(18)と以下の

例(25)がそれである｡例(2卿ま､源氏と典侍との逢軒を頭中将が脅す場面の例で､源

氏がふと物音を聞き､典侍に通っている修理大夫だと思い込んで扉風の後ろに慌てて

姿を降す行動の滑情味である｡

例(26)の 『紫式部』のような｢をかし｣は､女房の裸姿についての評である｡十二

月三十日､鬼やらいの儀式の後､晦日の夜の宮中の追いはぎ楓 ミ着物を

奪われた事件が起こり､裸姿で叫納 経ぎになった｡その事件のおかしさから ｢をか

ー14-



LJ と発している｡｢変だ､妙な､あやし叫 のような意味にも取れるが､前のrおそ

ろしきものから､｣という文脈を考えると､｢争闘乳類の意味に解釈するのがよりよい

のではないかと思われる｡

また､楓 におけるrをかし｣は､上洛の旅､家居の記､宮仕えの記､物詣での

記において多く用いられており､主に自然を対象にしている｡さらに自然を対象にし

ながら人事には希に用いられている特徴のため､rをかし｣の意味窮境はr面白い､心

がひかれる｣類の意味顔域と｢趣がある､風情がある｣類の意味簡城に焦点が当てられ

て､マイナス評価の意味を担うrをかし｣は 1例に留まる鮭栗になったと見受けられ

る｡例の(27)がそれである｡賎しい二人の男たちがその夜一晩中､寝もせずに出たり

入ったりして歩き回るので､その理由を聞いたところ､｢大事な釜が盗まれるのを恐

れて一晩中歩き回る｣と返事した｡その賎しい男の変な話と行動とに対する作者の感

情が｢をかLJで表現されている｡

(25)直衣ばかりを取りて､展風の後に入りたまひ鈍 中将をかしきを念じて､引

きたてたまへる展風のもとに寄りて､こぼこぼと畳み寄せて､おどろおどろ

しく騒がすに､く汲氏･紅葉賀･11413.15)

(26)朔日の装束はとらざりl鵬 さりげもなくてあれど､はだカ項が忘らオVR

おそろしきものから､をかしうともいはう㌔ (紫式部･44･223.9)

(27)と間ふなれば､｢いなや､心も知ら私人を宿したてまつりて､釜はしもひきぬ

かれなば､いかにすべきぞと思ひて､え寝でまはりありくぞかuと､寝たる

と息ひていふ､聞くに､いとむくむくしくをかし｡(更級･27･347.4)

4.おわりに

以上のように､中古の和文系の文献における多義語｢をかuの意味 ･用法について

考察し､中古のrをかし｣の意味 ･用法は衷何 なるものであるかを述べた 中古和文系

の文献における｢をかし｣は､その機能･対象の検討からいくつかの榔 ミ浮き彫りに

なった 意味の面においても何が主な意㈱ がゝ明らかになり､その意味変遷の過

程からも注目される｡今回の調査は中古和文系の文献に限ったものであるが､通時的

研究の紛 ､らも､中古､院政期､鎌倉時代､室町時代におけるその意味用法8羽村ヒ

のありさま､さらに｢おもしろし｣など僻 との相関関係もより厳密に検討すべき

であろう｡これらの問題は今後の課題として後稿を期したしヽ
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1この考え方は､細川英雄(1992)r感慨鰍 卜視点一防軌 に見えるrかなuの鮒 ､ら

-｣(細 撤幹部掠漁日本籍史の諸楓 明治都砂こ倣った 連体用法-体育を健師する形式の

もの､連用用法-用言を健肝する形劫かもの､叙述用法-首レ切 りの終止用法及び中止払その他によ

る二鮒 ものを批

2 陀搬 日記』の連射捗の活用形他生用例の462%になるが､観望郷商の内容が示されていないもの
が半分を占める｡

3その他､側 聞 『土佐日記』悶鈴目貫田 岡1泉式部日記』の文献名は､以下 『竹

取』槻 『地 『馳 帆 のように略称する｡

4中世において臥 時代が下るにつれてrこと｣の著し川 軌が見られる｡黄 龍夏帥 rrをかLJ
の意味･用法に関する研究一陀草子』を中心に-｣脚 を参照されたしヽ

8根来司(1969)阿琴汝流文学の文革の研究』心乱､て臥 ､r枕草子のrをかLJで織物 Sガ格をと
るところの｢をかしくおぼゆ｣(あるいはrをかしく見ゆ｣｢をかしく聞ゆ｣)の例はいくらも見えるけれど

も､ヲ格をとるところのrをかしく… I胡苧無であることが知れるのである｡(中陶このことはrを

かLJだけでなくこれについで多いrめでたtJJrにくLJなどについてもいえるのであって､｣b.37)と
して､｢股に格助詞rを｣のつく文節は形容詞にカからないと述べている｡しかし､棚 では､

他軌嗣r思う｣1例･rご野nl例･r肋 1例がヲ格をとる｡かくとりあ-ヂ思ひよりたまへるゆゑ

ゆゑしさなどを､をかしく遡 嚇氏･少女･3･76.9)
6叙述用法札 rをかし ｣のような嘲鮎細事施しているものや引用文の終わりにある用例は文末叙述
と呼【凡その他のものは叙述と呼んで｢応区芳け ることにする｡文末叙述の用例にはr見ゆJr覚ゆJr聞
こゆ｣などのような動詞が下鼓して終止するのも､rをかLJという評価を弱めたものとみて文末叙述
の例に入れて考えたl㌔
7 自然･自然現象に属する音･香は､動物と物 にそれぞれ入れた またrをかLJと評価するものを
対象とし､いわゆる説明的なものl柵 ､ら除外した｡連射朗冊 として機能する用例のうち､形式
名詞こと･ものも対象の分析に入れて考える｡表で書七桝癖的関係などより大きな意味分類項目別むJ､

計を香き､()の中にその割合を示す1
8表の中のrその他 という項目は､玉手細萱味の｢をかLJのうち表に載せられなかったものをまとめて

軌 また(卦さなど(滴 数の意味に解釈されうるものである｡さらに用例1以下のノも一センチ-ジ
は省略する｡

9各々の文献に関する詳しV嘱鍬頒 音韻伽 を参照されたVヽ

10森野宗明(1985)r形容語の変乱 『日本観 第4巻2号

11根来司(1980)r『をかu と歌系札 文系殉 『匡街商免史の研舟-』(根来 司(1988)『王朝女流
文学のことばと文刷 に再鞠､さらにここには､取鍋 嗣としてのrをかLJに関する論もある｡

参 考 文 献

岡崎義恵(1938)r｢をかし｣の考察｣『日本側 文学比

国立国帯珊 1964)働 秀英出版

(1972)獅捧詞の意味･用法の記述的研究』秀英出版

小林賢次(1993)r古代語の帯尭 ･観 『日本醐 』 ひつじ書房

築島 裕(1987)阿Z安時代の国語』東京堂出版
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土屋噺 1976)｢枕草子の rをかし｣と rあさ軌 なり｣一情景と動植物の描写から｣

陶 ㈱ 寿妃念国語卓肖島集』表現杜

(1979)憾 子の美的理念語.一一rあさ卦しなり｣｢をかし｣｢めでたし｣を中

心として-｣中田祝夫博士功綾記念 『国語職 勉誠社

根来 司(1969)阿Z安女流文学の文章の研究』笠間寄亮

(1973)阿己安女流文学の文章の研観 笠間寄琵

(1980)r『をかし』と歌系列 ･文系列｣『国語語粂史の研究』和泉寄碇

平静 一一一(1986)｢枕草子と情雛 の意味索他 『国語語尭史の研究 七』和泉寄完

(1988)『耽草子と意味の構 劉 城西大学学術草書5城西大学女子短期大学部

(1996)『日本話語嚢の研究』武蔵野葡琵

森田師 1996)『意味分析の方法一理論と親 ひつじ書房

森野宗明(1985)｢形容語の変蚤j『日本評判 第4巻2号

山崎良幸(1978)『振氏瀬衛の語義の研究』風間書房

【資料】

慨 (1郷 関槻 (2例)『土佐日記』(2例)『槻 (63例)く松尾晩

校注 『落建物詩 境中納言物語』)『宇津尉勿語』(153例)(室城秀之(1995)『うつほ物

語全』)『簡玲日記』叫6卿 『枕草子』(419卿 (池田W (1973)『全静虻草子』)陳 氏

物語』(537卿 『和泉式部日記』(18側 聞式部日記』¢5例)『更級日記』¢6例)

(用例の調査底本は､く)に記した以州別 ､学館の日本古典文学全集による｡円璃物

語』までを平安前期､『簡輪日記』からを平安後期の資料として扱う｡)

(フアン ヨン- ･東京都立大学大喝

ー17-


	nihongo kenkyu 21

